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る。これに対応して霞子詑熱係数は C/T=y = 38 mJIK2mol 
と比較的重い電子状態を形成している。常伝導状態は、 匿 2.Sr21ミU04のフエノレミ面
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のα軸方向) ~こ最小となる異方性を持つ。また残りの状態密 密 5. Sr2Ru04の超伝導ギャ
麦を占める αと戸ブエノレミ面には Tcのエネルギースケーノレの ップとして有力な構造[28J
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